
韓 国 の社 会 ・文化 情 報 資 源1)の デ ジ タル化 ・

ネ ッ トワー ク化 動 向 につ い て
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これが進んでこそ、機関種別の壁を超えて、

あらゆる情報資源の横断 ・統合活用を目指す 「電

子 メディア空間」は、実のある形で実現する

方向に向かおう。

日本では、図書館での資料や資料情報のデ

ジタル化 ・ネ ットワーク化は比較的進んでい

る ものの、博物館や文書館では、これはほと

んど進んでいない4)。 一方、筆者の参加する

科研費(文 部科学省科学研究費補助金)に よ

る研究会5)等 によって、韓国では、図書館の

みならず、博物館や文書館で も、このような

動 きが活性化 しつつあることが分かって きた。

幸い、2005年8月 に、この科研費 と漢城大

学図書館情報学6)科 の崔錫斗教授の多大な助

力 によって、韓国の状況調査 を行 うことがで

きた。具体的には、国史編纂委員会、国立中

央博物館、国立中央図書館 ・韓国教育学術情

報院を訪問調査することがで きた。 これ らの

機関は、それぞれ、文書館 ・アーカイブズの

世界、博物館の世界、図書館の世界の情報(資

源)ネ ッ トワー クの要 となっている機関であ

る(な お、博物館 に関 しては、国立中央博物

館のほか、国立民俗博物館をも、あわせて訪

問調査することができた)。

以下、これらの機関の調査報告 を行 う。が、

その前 に、事前調査等から知 りえた、韓国の

社会 ・文化情報資源のデジタル化 ・ネ ットワ
ーク化 を巡る動 きについて記す。

2.韓 国の社会 ・文化情報資源のデジタル化 ・

ネ ットワーク化を巡る動き

韓国は、日本 と、社会 ・文化的に、最 も近

い国だといわれている。 しか し、情報資源 に

1.は じめに

従来、伝統的に、社会 ・文化情報資源は、

図書館(主 に出版物類 を扱 う)、 博物館(主

にモノ資料類 を扱 う)、 文書館(主 に文書 ・

アーカイブズ類 を扱 う)と いうように、3機

関に分かれて管理されて きた。それゆえ、こ

れらの機関種別の壁を超えて、情報資源を横断 ・

統合的に利用するのは、不可能に近かった。否、

機関種別の壁 を超えるどころか、資料やその

情報のデジタル化 ・ネ ットワーク化が比較的

進む図書館の世界を除いては、同一機関種別

内です ら、情報資源 を横断 ・統合的に利用す

るのは難 しかった。

しか し幸いに して、デジタル技術の進展に

よって、機関種別の壁 を超 えて、情報資源を

横断 ・統合的に利用できる可能性が開けてきた。

ところが、現在の研究の多 くは、従来の機関

種別の壁 を反映 した形でデジタル技術 を応用

しようというものであ り、電子図書館、電子

博物館、電子文書館などといった研究枠組み

に縛 られている。

この ような研究枠組みでは、機関種別の壁

を超 えることは困難である。求められている

のは、機関種別の壁 を超えて、あらゆる情報

資源 を横断 ・統合的に扱 うことので きる 「電

子メディア空間」 とで も名づけうるものを意

識 した、研究枠組みである2)。

そのためには、 トップダウン的に、あるべ

き 「電子 メディア空間」を模索 ・設計する必

要がある。が、その一方で、ボ トムアップ的に、

図書館、博物館、文書館 といった現存する機

関種別内で、所蔵資料 とその情報 などのデジ

タル化 ・ネットワーク化を進める必要がある3)。

当論 は、以下 の研究成果の一部で ある。
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能 を実現 して い る と考 え て ほ しい 。

まず 、 シ ソー ラ ス を 当 た り前 の ご と く構築

して い る の に は驚 か さ れ た 。 日本 で は 、 歴 史

の よ う な文 系 世 界 にお い て は 、 シ ソ ー ラ ス を

構 築 し よ う とい う発 想 す ら な い か 、 この よ う

な 発 想 が あ っ て も、 シ ソー ラ ス を構 築 す る の

は不可 能 だ と考 える研 究 者が 多 いか らで あ る(こ

の よ う な もの を構 築 す る の は悪 だ と考 え る研

究 者 さえ い る)。

ま た 、 こ の シス テ ム に 参 加 す る 各 機 関 と数

年 に わ た っ て 話 し合 い を 重 ね て 、 横 断 検 索 用

の 念 入 りな共 通 メ タ デ ー タ11)・ ス キ ー マ を も

開 発 して い る が 、 この こ と も驚 き に値 す る 。

日本 で は 、 文 系 機 関 が 話 し合 っ て 、 念 入 りな

共 通 メ タ デ ー タ ・ス キ ー マ を 開 発 す る の は 困

難 だ か らで あ る 。

シ ソー ラ ス や 念 入 りな 共 通 メ タ デ ー タ ・ス

キ ー マ の 構 築 が 可 能 で あ る 点 に 、 情 報 資 源 の

デ ジ タル 化 ・ネ ッ トワ ー ク化 に 関 す る 、 日韓

の 社 会 的 ・文 化 的 、 あ る い は土 壌 的 な 差 異 を

強 く感 じた 。

な お 、 こ の シ ステ ム を構 築 す る資 金 は、 「知

識 情 報 資 源 管 理 法 」 に よ っ て提 供 され て お り、

この シ ス テ ム の 上 位 に 、 前 章 で 述 べ た 、 「国

家 知 識 情 報 統 合 検 索 シ ス テ ム」 が 位 置 づ け ら

れ て い る 。

関する社会の姿勢(土 壌)は 、 日本 と大 きく

異なるように思える。

例えば、韓国では、国家財政が破綻 したIMF

危機の ときに、多数のホワイ トカラーが、失

業対策の一環 として、資料のデジタル化作業

に雇用 された。上記の崔教授 によると、この

時に、約364万 ページもの資料が入力 されたと

いう。 日本で も、不景気の時には、失業対策

事業が行われるが、多数のホワイトカラーを

資料の入力(も しくは、社会 ・文化情報資源

のデジタル化)の ために雇用するという発想

はなかろう。 このように、韓 国社会には、 日

本 と異な り、情報資源やそのデジタル化 を重

視する姿勢(土 壌)が ある。

韓国には、情報通信省7)が 置かれてお り、

ここが中心 となって、国策 として、情報資源

のデジタル化やネットワーク化を推進 している。

これを推進するために、 「知識情報資源管理法」

という法律が制定され、 さらには、 「国家知

識情報統合検索システム」という総合ポータル ・

サイ トも構築 されている。 これは、ある意味

では、前章で述べた、 「電子 メディア空間」

の構築を指向 しているものといえる。

4.国 立中央博物館(お よび国立民俗博物館)

韓国では、文化観光省傘下の国立中央博物

館が中心 となって、 「国家文化遺産総合情報

サービス」("KoreanNaUon田HehtageOn-hne")
12)とい う

、文化財情報の横断検索システムが

運営 されてお り、 このシステムを通 じて、主

要104館13)の 所蔵品情報などを検索すること

ができる。

このシステム も、国史編纂委員会の 「韓国

歴史情報統合システム」 と同様、 「知識情報

資源管理法」 に基づ く資金で構築されてお り、

「国家知識情報統合検索 システム」の下位 シ

ステムという位置づけである。

国立中央博物館は、長年にわたって各地の

博物館 と協議 して、 『遺物分類標準化』を作

3.国 史 編 纂 委 員 会

国 史 編 纂 委 員 会 は 、 教 育 人 的 資 源 省 傘 下 の

機 関 で あ る 。 こ こ で は 、 韓 国 の歴 史 情 報 や ア

ー カ イ ブ ズ な ど を扱 う主 要13機 関 の横 断 検 索

シス テムで あ る、 「韓 国歴 史情 報統 合 シ ステム」

("KoreanHistoryOn-line")8)を 構i築 して

い る(も ちろ ん 、 こ の シ ス テ ムへ の 参加 機 関 は 、

自 身 の 資 料 や 資 料 情 報 を デ ジ タ ル 化 し、 自 身

のWebサ イ トか ら も、 自身 の資 料 を検 索 で

きる よ うに してい る)。

この シ ス テ ム は検 索 機 能 が 充 実 して お り、

シ ソ ー ラ ス(用 語 の 同 義 ・上 下 関 係 等 を整 理

した 、 情 報 検 索 の た め の"辞 書")、 プ ー ル

演 算9)、 近 接 演 算 子10)な どを利 用 した検 索 が

可 能 と な っ て い る。 また 、 そ の他 に も さ ま ざ

ま な 機 能 を有 し て い る。 商 用 デ ー タベ ー スや 、

米 国 の 医 学 ・薬 学 情 報 の 提 供 サ イ トで あ る

PubMedを 知 っ て い る 読 者 は、 こ れ ら に近 い 機
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物館が これに したがうことを決定 しても、 こ

れを十分 に勉強 し、理解 したうえでデータ入

力する学芸員がどれだけいるのかも疑問である。

日韓の情報に関する、社会的 ・文化的、 もし

くは土壌的な差異を強 く感じる。

日本 には、文化庁と総務省による 「文化遺

産オンライン」18)と いう、文化財情報の横断

検索サ イ トがあるが、データを整備中の博物

館等を含めても、30数 機関という参加数であ り、

しか もデータ整備中以外の博物館等 も、所蔵

品のデータをどれだけ登録 しているか不明で

ある。 さらに、データが標準化 されていない

ので、館 によって、このシステムに表示 され

るデータのパターンが異なっているし、用語

も統制されておらず、ばらばらである。

5.国 立 中 央 図 書 館 ・韓 国 教 育 学 術 情 報 院

国 立 中 央 図 書 館 は 、 国 立 中央 博 物 館 と 同様 、

文 化 観 光 省 傘 下 の機 関 で あ る 。 こ こ は 、 中 央

図 書 館 と して の さ ま ざ ま な 業 務 を こ な して い

る の だ が 、 当 論 の興 味 との 関 係 で 述 べ れ ば 、

公 共 図書 館 に お け る 資 料 情 報 の ネ ッ トワ ー ク

化 とデ ジ タ ル資料 サ ー ビス を推 進 し、 一 方 で は 、

電 子 図書 館 ・デ ジ タル 図 書 館 の構 築 に力 を 注

い で い る 点 が 、注 目 され る 。

一 方
、 韓 国 教 育 学 術 情 報 院(KERIS:

KoreaEducation&ResearchInfo㎜ationService)

は 、 国 史 編 纂 委 員 会 と 同様 、教 育 人 的 資 源 省

系 の 機 関 で あ る。 こ こ は 、 韓 国 の 教 育 情 報 と

学 術 情 報 の セ ン タ ー で あ り、 後 者 の 機 能 を担

うた め 、 主 に 、 大 学 図 書 館 ・研 究 図書 館 に お

け る資 料 情 報 の ネ ッ トワ ー ク化 を進 め て い る 。

この 機 能 は 、 日本 で は 、 国 立 情 報 学 研 究 所 が

担 っ て い る 。

資 料 情 報 の ネ ッ トワ ー ク化 は 、 日韓 や そ の

他 い くつ か の 国 々 で は 、 書 誌 ユ ー テ ィ リ テ ィ

ー とい う形 で 実 現 され て い る
。 こ れ(の デ ー

タベ ー ス)は 、 分 担 目録 作 業 とい う方 法 に よ

っ て 構築 さ れ る もの で あ る 。 以 下 、 二 段 落 に

わ た っ て 、 書 誌 ユ ー テ ィ リ テ ィ ー と分 担 目録

作 業 に つ い て 説 明 した い 。

書 誌 ユ ー テ ィ リテ ィー に参 加 す る 図 書 館 は 、

成 している。 これは、名前からは、文化財の

標準分類表に思 えるが、実際には、韓国の文

化財のメタデータ標準 と、データの統制法(含 、

分類法)や 入力規則 を定めた ものであり、標

準入力マニュアルの役割を果たすものである。

1996年 に初版がで き、その後5回 ほど改訂が

なされ、現在の最新版は2003年 版である14)。

このような標準入力マニュアルによって、各

館のデータは、標準化 されて入力 される。
一方、韓国では、博物館行政を管轄する文

化観光省 によって、国公立博物館 に博物館情

報管理システムが配布 されてお り、これが博

物館の標準システムとなっている15)。 各博物

館は、このシステムを利用 して、所蔵品デー

タを管理 し、各種博物館業務 を遂行 している。

したがって、韓国の文化財系の博物館では、

標準入力マニュアルによって入力 されたデー

タが、標準システムによって管理運用 されて

いることになる。これは、博物館資料 とその

情報のデジタル化 ・ネットワーク化にとって、

まことに都合のよい事態である。

日本の博物館 には、十分 なデータを入力す

る体力がある(も しくは人員がいる)博 物館

は少 ないので、データ入力体制について質問

したところ、次のような回答を得た。すなわち、

自館の学芸員16)が 入力するところもあるが、

規模の小 さい ところは、学芸員資格を有する

人物 を雇用 している入力会社 に外注 した り、

入力のために学芸員資格のある人物を短期雇

用 している、ということであった。どの場合 も、

入力担当者は、標準入力マニュアルを理解 し

た上で、これに したがってデータ入力 をして

いるという。

ちなみに、国立民俗博物館では、遺物管理

課が所蔵品の情報化 を担当してお り、標準シ

ステムを利用 して、標準入力マニュアルにし

たがって、約7万 件 を処理 しているというこ

とであった17)。

日本の博物館の世界では、標準入力マニュ

アルを作成するのは不可能 に近い。無理 に標

準 を制定 しても、これにしたが う博物館が ど

れだけあるのか疑問である。たとえ、ある博
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子図書館」 とい うものを運営 してお り、ここ

では、韓国の図書館関係の主要7機 関で作成

されたコンテンツが提供 されている。7機 関

には、国立中央図書館はもちろんのこと、K

ERISや 国会図書館 も含 まれている。これは、

「国家知識情報統合検索 システム」 につなが

っているということであった。

韓国の公共図書館のデジタル資料室がPC

バン19)に堕 しているという認識から、国立中

央図書館 は、数年前か ら昨年 まで、公共図書

館のデジタル資料室の整備 ・充実に努めてきた。

デジタル資料室では、各種オンライン/オ

フラインのデジタル資料が提供 されるのだが、

特筆に価するのは、商用 オンライン ・データ

ベースのうち、公共図書館のニーズの高いも

のを国立中央図書館で一括購入 し、これが公

共図書館で利用可能になっていることである。

また、前述の 「国家電子図書館」のコンテン

ツで、著作権上一般公開で きない もののなか

には、公共図書館で公開で きるように著作権

処理 されているものもある という(著 作権切

れの ものは、 「国家電子図書館」(のWeb

サイト)で 、一般公開されている)。

国立中央図書館 は、2008年 に、専用のビル

デ ィングを持つ 「国立デジタル図書館」を開

館 し、 ここで、デジタル ・コンテンツの作成

活動やこれの収集 ・アーカイビング(蓄 積保存)

活動に、本格的に取 り組む予定 になっている。

「国立デジタル図書館」は、 「国家電子図書館」

や 「国家知識情報統合検索システム」 にも関

係するものになるという。

日本の中央図書館である国立国会図書館 も、

デジタル ・コンテンッの収集 ・アーカイビン

グ活動 を行っているが、このために、専用の

ビルデ ィングを持つ新たな組織 を作る計画 ま

ではない ものと思われる。この点、日韓にお

ける、デジタル情報資源 に対する姿勢の差 を

感じる。

最後 に、 ここで述べた諸事業 にも、 「知識

情報資源管理法」 に基づ く資金が提供されて

いることを、付け加えてお く。

新 資 料 を 受 け 入 れ た ら、 書 誌 ユ ー テ ィ リテ ィ

ー(の デ ー タ ベ ー ス)を 確 認 す る
。 そ こ に、

そ の 資 料 の デ ー タが あ れ ば 、 自館 の 書 誌 デ ー

タベ ー ス に ダウ ンロ ー ドし、 デー タが な け れ ば 、

自館 で そ の 資 料 の デ ー タ を 入 力 し、 こ れ を書

誌 ユ ー テ ィ リテ ィ ー に ア ッ プ ロ ー ドす る(こ

の作 業 を分 担 目録 作 業 とい う)。

この よ う に して 、 書 誌 ユ ー テ ィ リ テ ィー の

デ ー タ は 日 々増 え続 け 、 少 なか らぬ 書 誌 ユ ー

テ ィ リ テ ィー は、90パ ー セ ン ト以 上 の確 率 で 、

デ ー タ を ダ ウ ン ロ ー ドで き る と こ ろ に まで 成

長 し て い る 。 この こ と は 、 参 加 す る図 書 館 か

ら見 れ ば 、 自館 の デ ー タ入 力 の 労 力 を、90パ

ー セ ン ト以 上 削 減 で き る とい う こ と を意 味 し

て い る。 な お 、 書 誌 ユ ー テ ィ リテ ィ ー に は、

所 蔵 デ ー タ を付 す こ と に な っ て い る の で 、 書

誌 ユ ー テ ィ リテ ィ ー を検 索 す れ ば 、 あ る 資 料

を どの 図 書 館 が所 蔵 して い るか が 分 か り、 図

書 館 問 の資 料 の相 互 貸 借 が 効 率 化 す る。

日本 で は 、大 学 ・研 究 図書 館 の 書 誌 ユ ー テ

ィ リテ ィー は 、 も う20年 近 く も前 か ら運 営 さ

れ てい るが 、韓 国 で は 、 これ の 運 営 が始 まっ て 、

ま だ10年 も経 っ て い な い 。 日本 よ りか な り遅

れ る の だ が 、 そ の 発 展 は め ざ ま し く、 す で に 、

4年 制 大 学 の す べ て の 図 書 館 が 、KERIS

の運 営 す る 書 誌 ユ ー テ ィ リテ ィー に参 加 して

い る とい うこ とで あ っ た。

日本 の 公 共 図書 館 の書 誌 ユ ーテ ィリテ ィー は 、

日本 の 中 央 図 書 館 で あ る 国 立 国会 図 書 館 に よ

っ て 運 営 され て い る 。 しか し、 この 書 誌 ユ ー

テ ィ リ テ ィ ー は 、 限 られ た 大 規 模 公 共 図 書 館

を 中 心 とす る もの で あ る。 こ れ に 対 して 、 韓

国 で は、 約90パ ー セ ン トの公 共 図 書 館 が 、 国

立 中 央 図 書 館 の 運 営 す る書 誌 ユ ー テ ィ リテ ィ

ー に参 加 して い る とい う
。

な お 、 国 立 中 央 図書 館 の書 誌 ユ ー テ ィ リ テ

ィー もKERISの そ れ も、 「国 家 知 識 情 報

統 合 検 索 シ ス テ ム 」 を意 識 し て い る よ うで あ

っ た が 、 両 者 が 連 合 して これ に参 加 す る の か 、

別 の グル ー プ を結 成 して これ に参加 す る の か は 、

は っ き り しな い よ うで あ っ た。

国 立 中 央 図 書 館 は 、Web上 で 、 「国 家 電
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攻で きる大学 は、3校 に しか過 ぎない(な お、

3校 とも博士課程 まで持 っている)。 短期大

学は皆無である。ほとんどの場合、司書課程で、

不十分 なが らも、図書館情報学教育が行われ

ているという程度である。

図書館情報学には、 「情報組織化論」など

と呼ばれる分野があ り、そこで、シソーラス

やメタデータが取 り上げられ、標準化や協力

体制構築の必要性が論 じられる。韓国では、

この ような分野を含む図書館情報学 を学科や

大学院で専攻 した学生が、図書館以外 にもさ

まざまな職場 に進出 してお り、図書館情報学

的な考 え方が、ある程度、社会 に浸透 してい

るのではないか。 これに対 して、 日本では、

図書館情報学が弱 く、情報化やデジタル化 と

いうと、す ぐにコンピュータ工学の問題 とさ

れてしまう傾向にある。

もちろん、コンピュータ技術は重要であるが、

これのみでは、たとえ 「知識情報資源管理法」

に相当する法律が制定 され、これによって資

金が提供 されて も、図書館以外の世界で、当

該分野の横断検索サイ トが実のある形で構築

されるかどうか疑問である。構築 された とし

て も、シソーラス もなく、データも標準化 さ

れていないシステムに終わろう(日 本の 「文

化遺産オンライン」の如 く)。

前記のように、 日本には、図書館情報学 を

学科 レベル以上で専攻できる大学は3校 しか

存在 しない。だが、その一方で、社会情報学

部や学科、文化情報学部や学科 を有 している

大学なら、い くつか存在する。

大学 によって、 これ らの学部 ・学科の意味

するところは異なろうが、少な くとも、これ

らの学部 ・学科は、コンピュータ技術の社会

情報や文化情報への応用 を指向 しているとい

う点では、一致 しているもの と思われる。 し

か し、図書館情報学的な考え方 を、社会 ・文

化情報資源に応用するという指向性 をも有 し

ているかどうかは、一つの文化情報学部を除

いて、はなはだ疑わしい。

だが、これらの学部 ・学科が図書館情報学

的な考 え方を取 り込めば、 日本の状況も変わ

6.ま とめ

韓国を調査 して、 「韓国は、 よく、各機関

が話 し合 って協力 して、システムを構築 して

いるな」 とい う印象 を強 く持 った。話 し合い

と協力によって、シソーラスや念入 りな共通

メタデータ ・スキーマを持つ、 「韓国歴史情

報統合システム」が構築 され、標準入力マニ

ュアルに基づ く、 「国家文化遺産総合情報サ

ービス」が構築 された。

図書館の世界では、日本で も、従来 より協

力体制が確立 されてお り、資料や資料情報の

デジタル化 ・ネッ トワー化が比較的進んでい

るのであるが、文書館や博物館の世界では、

韓国と同 じようなシステムを構築するのは、

現状ではかなり難 しい。

今 回の調査で、以下の点が明 らかになって

きた。1)韓 国では、社会 ・文化情報資源を

含むあらゆる情報のポータル ・サイトである 「国

家知識情報統合検索システム」を頂点に、2)

その下に、今回調査 したセンター ・システム

のような、各分野のポー タル ・サイ トが配 さ

れるというように、情報資源が階層的に整理

されて管理されており、3)こ のことを推 し

進める 「知識情報資源管理法」 という法律に

よって、資金提供 もされている。

では、なぜ、韓国では、文書館の世界、博

物館の世界で も、図書館の世界に近い協力体

制 を組むことがで きたのか。そして、シソー

ラスや念入 りな共通メタデータ ・スキーマ、

標準入力マニュアルを構築で きたのか。さら

には、図書館や博物館や文書館の枠組みを超

えて、 さまざまな情報資源 を検索 ・活用する

ための、 「国家知識情報統合検索 システム」

が構築 されているのか。

筆者は、韓国における図書館情報学教育の

充実がこのことの大 きな要因 となっているの

ではないか と考 えている。韓 国では、 これを

学科 レベルで専攻できる大学が32校 あ り、大

学院修士課程 を持つ大学が26校 、博士課程を

持つ大学が12校 ある。また、短期大学20)で も、

6校 がこれを専攻できる。 これに対 して、 日

本では、図書館情報学を学科 レベル以上で専
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3)さ ら に 述 べ れ ば 、 そ の 他 さ ま ざ ま な 分

野 の 資 料 や デ ー タ な どの デ ジ タ ル 化 ・ネ

ッ トワー ク化 を進 め る必 要 が あ る 。

4)た だ し、 デ ジ タ ル化 に 限 れ ば 、 自館 の

資 料 をデ ジ タ ル化(イ メ ー ジ化)し て 、

自館 のWebサ イ トか ら閲 覧 で き る よ う に

して い る と ころ も増 え て きた 。

5)当 論 の 最 初 の ペ ー ジ(P3)に あ る 脚

注 の 科 研 費 に よ る 研 究 会 。 筆 者 は 研 究 分

担 者 と して参 加 して い る 。

6)日 本 語 に訳 し て 「図 書 館 情 報 学 」 と記

した が 、韓 国語 で は 「文 献 情 報 学 」 とい う。

7)実 際 に は、 「情 報 通 信 部 」 と呼 ば れ て

い る の だが 、 韓 国 の 「部 」 は 、 お よ そ 日

本 の 「省 」 に相 当 す る の で 、 こ の よ う に

訳 した 。 以 下 で も、 「部 」 は 「省 」 と訳

す こ とに す る 。

8)http:〃kh2」 くoreanl][istory.or」ql/front/indexjsp

(2005年9月26日 最 終 確 認)

9)こ の機 能 に よ って 、例 え ば 、 「 「韓 国」

とい う文 字 が 現 れ 、 な お か つ 、 「日本 」

も し く は 「中 国 」 と い う文 字 が 現 れ る 文

書(史 料)を 探 す 」 とい っ た 複 雑 な検 索

が 可 能 とな る 。

10)こ れ を使 用 す れ ば 、例 え ば 、 「 「韓 国」

とい う文 字 が 現 れ た 後 、2文 字 以 内 に 「日

本 」 とい う文 字 が 現 れ る資 料(史 料)を

探 す」 とい う こ とが 可 能 とな る 。

11)メ タ デ ー タ は 、通 常 「デ ー タに つ い て の

(構 造 化 され た)デ ー タ」 な ど と定 義 さ

れ る もの で あ る。 しか し、一 般 に は、 「情

報 資 源(資 料)に つ い て の デ ー タ」 とい

う よ う に、"勝 手 に"拡 大 解 釈 され て使

用 さ れ て い る(筆 者 は 、 定 義 か ら外 れ て

拡 大 解 釈 す る の は まず い と考 え て い る が 、

当 論 で は 、 妥 協 的 に 、 こ の よ う な使 用 法

に従 う こ とに す る)。

な お 、 本 文 の文 脈 で い う メ タ デ ー タ は 、

よ り特 定 的 に は 、 記 述 的 メ タ デ ー タ と呼

ば れ る も の で あ り、 対 象 資 料 の 同 定 ・識

別等 を行 う ため の デ ー タの こ とで あ る(例

え ば 、資 料 の タ イ トル 、 著 者 な ど)。

ってくる可能性がある。

社会 ・文化情報資源のデジタル化 ・ネ ット

ワーク化の分野で、韓国に追いつき、そ して

世界で勝負するためには、図書館情報学科を

もつ大学が増え、図書館情報学的な考え方を

取 り込んだ、社会情報や文化情報 に関連する

学部 ・学科が増加することが望まれる21)。

謝辞

ご多忙のなか、今回の韓国調査 をアレンジし、

重要なスケジュールをキャンセル してまで、

案内 ・通訳のために付 き添 って下さった、漢

城大学図書館情報学科の崔錫斗教授、今回の

調査 に協力 して下さった国史編纂委員会、国

立中央博物館、国立民俗博物館、国立中央図

書館、韓国教育学術情報院の皆様 にお礼 申し

上げます。

注

1)従 来 の 「資 料 」 と い う用 語 に代 わ っ て 、

最 近 、特 に 、 デ ジ タ ル化 の 文 脈 に お い て 、

「情 報 資 源 」("informationresources")

とい う 用 語 が 、 よ く使 用 さ れ る よ う に な

っ て き た 。 当論 で は 、 資 料 の デ ジ タル 化

の 問 題 を 扱 う こ と もあ り、 一 応 、 「情 報

資 源 」 とい う用 語 を使 用 す る こ と に した。

た だ し、 文 脈 に よ っ て 、 「資 料 」 とい う

用 語 も併 用 す る ので 、 注 意 され た い。

2)二 段 落 に わ た っ て 述 べ て きた 問 題 意 識

か ら、 電 子 図書 館 が 注 目 され だ した1990

年 代 の 中 期 に 、 以 下 の 文 献 で 、 電 子 図 書

館 とい う研 究 枠 組 み を批 判 し、 図 書 館 資

料 も博 物 館 資 料 も文 書 館 資 料 もそ の 他 の

資 料 や デ ー タ も統 合 的 に 利 用 で き 、 流 通

させ る仕 組 み の 必 要 性 を提 唱 し た こ とが

あ る 。 しか し なが ら、 電 子 図 書 館 研 究 に

大 き な可 能 性 を見 出 して い た 当 時 の 研 究

者 た ち に は 、 筆 者 の 問 題 意 識 は 、 あ ま り

理 解 され なか っ た よ うで あ る。

田窪 直 規.電 子 図 書 館 か ら電 子 メ デ ィ ア空

間へ 、 そ して そ の意 味 す る と ころ.人 文 学

と情 報 処 理,9,1995,p.23-30.
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校」 とい う。これに対 して、お よそ学部

に相当するものを、 「大学」 という。

21)社 会 ・文化情報資源を超えて、情報資源

一般にまで視野 を広げれば、図書館情報

学科の増設 とともに、これの考え方を取

り入れた 「○○情報(資 源管理)学 科」、

た とえば、 「経営情報資源管理学科」な

どが、多 くの大学 に設置 されることが望

まれる。

12)http://www.heritage.go.kr/

(2005年9月26日 最 終確 認)

13)主 要104館 は 、所 蔵 品が1000件 を超 え る

とい う基 準 で 選 ば れ て い る。

14)こ れ の 初版 につ い て は、 以 前 、 以 下 の2

つ の 文 献 で 紹 介 した こ とが あ る 。 今 回 訪

問 し て 、 こ れ が こ まめ に 改 訂 され 、 活 用

され て い る こ とを知 り、 興 味 深 か っ た。

田窪 直 規 韓 国 の ア ー ト ・ ドキ ュ メ ンテ ー

シ ョ ンの状 況 か ら 日本 を省 み る.ア ー ト ・

ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン研 究,8,2000,p12-

21.

田窪 直 規 韓 国 『遺 物 分 類 標 準 化 』 につ い

て.平 成9年 度 ～11年 度 科 学 研 究 費 補 助 金

(基盤研 究(B)(2))研 究 成 果報 告 書:

歴 史 系 資 料 の 基 礎 情 報 分 析 とモ デ ル 化 に

関す る研 究2000,p.188-189.

15)じ つ は 、 次 の 章 で 述 べ る よ う に、 図 書 館

行 政 も文 化観 光 省 が 管 轄 して い る 。 こ こは 、

公 共 図 書 館 に は 、 図 書 館 情 報 管 理 シ ス テ

ム を配 布 して お り、 こ れ が 公 共 図 書 館 の

標 準 シ ス テ ム とな っ て い る。

16)実 際 には 、 英 語 で 博 物 館 の 専 門職 を意 味

す る 「キ ュ レ ー タ ー」("curator")と い う

言 葉 を使 用 して い た が 、 こ の 言 葉 は 、 日

本 語 で は 、 一 応 、 「学 芸 員 」 と訳 され る

ので 、 この よ うに訳 した。 なお 、韓 国 で は 、

博 物 館 の 専 門 職 は 、 「学 芸 研 究 士 」 も し

くは 「学 芸研 究官 」 と呼 ばれ て い る。 最 初 、

「学 芸 研 究 士 」 と して 勤 務 し、 そ の 後 、

「学 芸 研 究 官 」 に昇 格 す る とい う。

17)7万 件 は あ ま りに も多 い 数 字 なの で 、 こ

れ に は 、 所 蔵 品 以 外 の 民 俗 資 料 も含 ま れ

てい る可 能 性 が あ る。

18)http://bunka.nii.acjp加/index.html

(2005年9月26日 最 終 確 認)

19)日 本 の イ ン ター ネ ッ ト ・カ フ ェの よ うな

とこ ろ。

20)日 本 語 に訳 して 「短 期 大 学 」 と記 したが 、

韓 国 語 で は 、 基 本 的 に 、 「専 門 大 学 」 と

い う。 な お 、 今 ま で 、4年 制 大 学 を 「大

学 」 と記 して き た が 、 韓 国 語 で は 「大 学
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